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分周器は， 図ー7のような回路になっている。非線形ダ γ ピン

グな特性をもっ鉄心に， 直流と交流 fを重畳して流し，磁心の

飽和現象を利用して透磁率を変化し， L の値を換える。この回

路の出力側にコ γデンサを接続して適正な発振条件にすると，

出力也IJに周波数が112 の分周波が発生する(図-8) 。

図サ 倍周昔苦結線図(据置軌道継電穏用)
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倍周器は， 妨害電流をろ波部でカットし，信号電流のみを倍

周部で倍周する。倍周部は Ni を約 50%含むけし、素鋼の鉄心を

使用した可飽和形の磁気倍周器にな っている。

入力側のコイルを 2 個の鉄心に巻いて直列に接続し，出力コ

イノレを誘起する電圧が逆極性になるように接続して直流パイア

スのアンペアタ ー ンを適当に調整し 2 個の鉄心が交互に飽和

するようにすると出力回路に 2 倍の周波数の電圧が発生する。

ろ波部は， 50c/s 用は 35c/s 付

近を， また 60c/s 用は 40c/s 付

近をしゃ断周波数とした π形低

域ろ滋器になっている(図-9 ・

10) 。

移相器は，軌道継電器の(立相

調整を軌道 コ イル側で行な うと，

調整用素子のために電力煩失が

増加 して，分周誌の出力を月'1加

する ことになるので ， 局部コイ

凶 11 移湖町t結線図(据置軌道継電器用)
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ノレ曲IJ て♂位相手ヒ調整する目的で使用する(図ー11 ・ 12) 。

軌道継電?;{の局部およ び軌道コイルのインピーダンスは， 種

類によ り相迎しているので， f音周 1mおよび移tíJ器;の出力を L切

替パ -l により切り替えて制較する(表-2) 。
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じゅうれんそうかっせいぎょ 重連統括和l御 こう配

線区において 1 丙の機関車でけん引力が不足する場合に， 機

関車の数を 2 両 ， 3 両と桶加させる。 繊関車を 2 両連結して使

用する場合に，前の機関車から次の機関車をも遠隔制御できれ

ば，乗務員は 1 組ですむ。電気峨関車とディーゼノレ機関車の一

部の形式では， 2 両の機関車問を電気回路および燃料・プレー

キ系を連結し ， 前の機関車の制御器で，前後 2 両の後関車を同

時に制御することが可能である。

これにより ， 乗務員数の節約となるほか， 2 問の機関車に，

それぞれ機関士が乗務し，気筒合図により制御器の操作を行な
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